	未来社会につなぐ社会認識の構築
～ 授業力の継承，そして創造 ～
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Ⅰ　研究主題
　　現代社会は目まぐるしく変化する時代であり，国内外において解決するべき数多くの問題が引き起こされている。これらの問題を解決につなげるためには，さまざまな情報を選択しながら自分の考えを持つことが大切であり，同時に望ましい社会を形成する主体者となるためには，多様な価値観をお互いに理解し，他者と協働していこうとする姿勢を持つ必要がある。このような状況の中，公職選挙法の改正によって選挙権の年齢が18歳以上に引き下げられ，主権者教育の在り方が問われるなど，未来社会を担う生徒にとって，主体的に社会参画する力や自立した生活に必要な力を身に付けることが一層重要となっている。
そのような中で，社会科教員としての資質と熱意を持って，日頃から授業力を向上させることを通して，生徒の社会認識を育てることが重要である。そのために，教師の授業力を三つに分け，授業力ごとの部会をつくり，それぞれの授業力について各部会で研究し，授業実践を行い，授業力の向上を目指すことを主題とした。
Ⅱ　主題設定理由
　　本研究主題は，平成23年に起きた東日本大震災を教訓として，平成24年度の全国中学校社会科研究大会香川大会（以下，全中社香川大会）で設定された。未来社会の課題について，ただ内容を知っておくだけではなく，その課題をしっかりと認識し，より安全で誰もが幸福になれる社会をつくろうとする意思を持つ生徒を育成することが教育には求められている。私たちがめざすべき未来社会は，誰もが安全や幸福を追求できる社会であるということである。このような社会の成立を可能にするためには，実現の可能性を信じ，よりよい未来を自らつくろうとする意思を持ち，態度で示すことが重要である。そこで，社会科において，社会認識をしっかりと深める授業実践を継続的に行う必要があると考え，本研究主題は設定された。
Ⅲ　研究概要
　　今回の研究大会では，教員の授業力の向上を図る研究を継続しながら，生徒の社会認識を深め，誰もが幸福や安全を追求できる未来社会の形成を担えるようにするためには，社会参画する力の育成が必要であると考え，研究を継続し，発展させた。
　１　「社会科授業力診断カルテ」の改善
　　　「診断項目が多すぎる」という指摘に基づき，授業者があらかじめ重点項目を提示するようにした。そして項目ごとに工夫した点を授業者が記入することで，「カルテ」を意識した授業づくりが確認でき，授業を参観するポイントも明確になるなど，より使いやすいものになった。　
さらに，「カルテ」の項目に，従来の教員側からの診断項目だけでなく，生徒側を診断する項目を加えた。つまり教員の授業力の向上を継続しながら，本研究大会で目標としている生徒の社会認識を深め，「社会参画につながる力」が身に付くような工夫が見られるかどうかも評価しようと考えた。
　２　香中社新研究システムの運用
　　　　新研究システムは，Ｒ-ＰＤＣＡサイクルを基本としている。このＲ-ＰＤＣＡサイクルを個人で進めた上で，共同研究としてもＲ-ＰＤＣＡサイクルを進めていくことで，経験を積んだ教員による授業のノウハウをできる限り抽出し合い，客観的に授業を評価し，授業者および授業参観者の次の授業づくりに生かすことができるようになる。
1 「Ｒ（Resarch）調査・実態把握」
　　　　ＰＤＣＡサイクルの事前にＲの段階を置くことで，個人での教材研究や努力があってこそ授業力の向上が図られるという前提がある。しかし個人の努力だけでは，行き詰まってしまうことが多いことなどから，自主的な勉強会を定期的に開くようにしている。
2 「Ｐ（Plan）計画」
　　　　指導案作成について，丸亀支部の社会科教員が平日の夜に集まり，積極的に学習指導案の検討を行い，そこで練り上げた指導案を香中社研究委員会に持ち寄り，香中社研究委員の教員から改善点や意見交換などを行ってきた。
　　　③　「Ｄ（Do）実践」
　　  丸亀支部では，学校ごとに三部会に分かれて研究を進めており，それぞれの部会において平成27年度6月と11月前後に2回の実践授業を行ってきた。また，平成28年度も6月に実践授業を行った。
　　　④　「Ｃ（Check）評価・分析」
　　授業評価については，各部会ごとに作成した「カルテ」の視点で行った。授業者があらかじめ重点項目を提示したり，授業づくりで意識した点を授業者が記入したりすることで，授業を参観するポイントが明確になるなどより使いやすいように工夫を加えた。さらに，従来の教員側からの視点だけでなく，「社会参画につながる力」を項目に加えることで，生徒に身に付けさせたい力を意識するようにした。また，授業分析について，本研究大会では，どの授業力においても学習指導過程の継承を図ったため，拡大指導案を中心に授業分析を行った。
　　　⑤　「Ａ（Action）改善」
　　　本研究大会では，発言記録の作成やビデオ記録など授業記録を残すようにし，自己省察を言語化するところまでを一つのサイクルとして意識することで，授業力向上への道筋を示したいと考えた。
Ⅳ　研究授業（授業の視点）
　　①　授業開発力部会では，「社会参画につながる力」を身に付けさせるための教材の発掘ができているか。
　　②　授業構成力部会では，「社会参画につながる力」を身に付けさせるための学習指導過程や学習形態になっているか。
　  ③　授業展開力部会では，「社会参画につながる力」を身に付けさせるための発問や構造的な板書になっているか。構造的な板書やＩＣＴを取り入れた指導案が作成されているか。
Ⅴ　今後の研究課題
  　これまでの研究の成果として、次のことが挙げられる。
○　自分の意見を相手に伝える工夫が行えるようになるなど，少しずつではあるが「社会参画につながる力」が定着してきたと感じられるようになった。
○　意思決定過程を実践することにより，正解のないオープンエンドの問いに対して前向きな発言が見られるなど，積極的に「社会参画」を示す生徒が増え，よりよい未来社会を担う生徒を育成する道筋を示すことができた。
○　事実認識や関係認識など香中社が定義する社会認識についての理解が教員間に広まることにより，その深まりを意識した授業をする工夫が見られ，授業力の継承へ前向きな姿勢が見られるようになった。
○　「カルテ」の活用や，香中社新研究システムの運用が定着し，定期的に勉強会が開催され指導案検討を中心に継承する学習指導過程についての理解を深めようとするなど，県内全体から幅広い協力体制が見られるようになった結果，若手教員を中心とした授業力の向上が図られた。
　　●　「社会参画につながる力」をどのように評価するのか，また，その工夫についての研究が十分ではなかった。
　　●　香中社新研究システムＲ-ＰＤＣＡサイクルにおけるＡの部分の充実について，思うような道筋を示すことができなかった。
　　以上のこれまでの成果を生かし，課題の解決に努めたい。
生徒の社会認識の深まり


社会参画する生徒の育成








教員の授業力の向上


授業力の継承・創造





研究構想図
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